
平成15(2003)年 の地方自治法の議■により「指定管理書制度」が

“

骰さ

れ、これまで直曽か自治体が出資して設立した財団など外郭団体で運営してきた公

のEllが、民
―

にも “躙融rされることになりました。現在、それぞれの博

物館・資料館においても導入にむけた検討がされています。また、昨年は「職餞6
0年」という大きな節目を迎えたことから、全目的にさまざまな催し物が行われ、

Hm・ もテ…マに取りあげ特別晨示などを開催した館も多くありました。

そこで、今回の『ミュ…ジアム多鷹』では、いずれも関心の高い「指定書E‐ l

度」と「戦後60年」を特彙テーマとして、取りあげることにしました。平成18
(2008)年 1月に実施した研修会「博物館における指定管理書制度を考える」

で報告いただいたパルテノン多凛歴史ミュージアムの金子 淳さんと、この研修会を

受口された府中市郷土の森博物館の深澤靖幸さんから、特彙に際して特別にご薔稿
いただきました。

憔 1-膿

(ノ リレテノン多摩歴史ミュージアム)

学習会「博物館における指定管理者制度を考える」を開催して

1 -に おける

指定管理書制度導入のWIと現状

指定管理者制度とは、周知のとおり、2∞3年の地方

自治法の改正によつて創設された制度である。これま

で「公の店如 借物館や図書館をはじめ、保育所、児

童館、福祉施設、体育館など、住民福祉の増進を目的

に自治体が設置する般 の運営は、地方公共団体か、

地方公共団体が出資して設立した外郭団体などにしか

委託できないことになつていたが (これを「管理委託

制度」という)、 その管理委託制度が廃止され、今後は、

株式会社や NPOな どのような民間事業者への委託も

可能となる。

したがって、管理委託制度のもとで、自治体出資の

外郭団体 (文化振興財団など)によつて運営されてい

るような施設は、知

“

年 9月 の期限までに、直営方

式に戻すか指定管理者制度に移行するという二者択一

が迫られている。

博物館の世界においても、移行期限を目前に指定管

理者制度の導入が着々と進行しているが、他の社会教

育施設 (公民館、図書館など)と違って、民間事業者

が参入するケースが比較的多く見られるのが特徴であ

る。

これには博物館独自のいくつかの背景がある。そも

そも博物館は、全体の4分の1を私立館が占めており、

8CI年代以降、急速に増加した管理委託方式による運営

も、ここへきて定番化した観がある。それらが民営化
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特集 1指定管理者制度

の流れを加速させる遠因ともなつた。

さらに、博物館を取り巻く危機的状況も後押しして

いる。一時期、乱立状況にあつたデパー ト美術館は、

セゾン美術館 (1999年 2月 15日 閉詢 、三越美術館

(1999年 8月 20日 閉り 、東武美術館 12CX11年 3月

4日 閉館)、 千葉そごう美術館(2001年 4月 22日 閉働 、

小田急美術館 (2∞ 1年 10月 31日 囲 、伊勢丹美術

館 12002年 3月 5日 閉館)な ど軒並み閉館し、それ

だけでなく、日黒雅叙園美術館 12CX11年 6月 30日 閉

詢 、出光美術館 (2CX33年 3月 23日 閉り 、五島プラ

ネタリウム 12CX11年 3月 11日 躙 、サンシャイン

プラネタリウム 12CX13年 6月 1日 閉館)な どの企業

博物館も相次いで閉館している。

これは、母体企業の事業収益に大きく左右されてい

ることを意味している。本業の経営難で採算の取れな

い博物館の切り捨てという点では、公立の博物館にお

いても同様である。石原都政が、東京都近代文学博物

館 (2002年 3月 31日 閉詢 、東京都高尾自然科学博

物館 (2CX14年 3月 31日 開り をそれぞれ閉館に追い

込んだことは、記憶に新しい。

一方、行政改革の中で、博物館の合理的な経営が要

請されるようになり、資料購入費のカットや収蔵庫の

24時間空調解除などの涙ぐましい経費節減だけでな

く、新規採用の停止・非常勤化という「人減 らし」が

進み、「安価な労働肉」としてのボランティアの活用が

推進されている。経営形態の変更も求められ、この中

に独立行政法人や指定管理者制度の導入も位置づけら

れている。

すでに民間の事業者が指定管理者になつたケースも

多しヽ 2∞5年 11月 3日 に開館した長崎歴史文化博物

館の運営を、大手展示業者である乃村工藝社が受話し

たことはよく知られている。その範囲は研究・教育・

資料管理 。経営 。総務・経理の全部門に及び、学芸員

は 1年更新の契約社員 (新規採用)であるという。

また、北九州市シ 」ヽ倉城庭園・水環境館は、地元デ

パー ト・井筒屋が受託し、すでに 2CX14年 4月 から運

営が始まつている。ァパー トの経営手法を全面的に採

用し、学芸員は6ヶ月契約、デタ`― 卜の社員も1年で

異動するという職員体制によつて、継続的な研究活動

の停止を余儀なくされたという (山本紀一「北九洲市

立ノJ拠 園の指定管理者制度」日本博物館協会『博

列

“

巻 10号、2CX15 0。

このような状況に直面した現場の学芸員からは、指

定管理者制度に対する不安の声があがつている。懸念

されていることはおおむね以下の四点に分けられる。

①継続性 :長期的な展望を持って事業を企画・実施

できる力、継続性のある事業をどのように担保す

る力Ъ

②学術性 :収益性の上がる事業 (一過性のイベント)

に傾斜せず、学術研究の裏づけのある事業展開が

できる力Ъ短期的には収益を生まないような、基

礎的な調査・
―

が続けられるの力、

③処遇 :現在の学芸員の雇用形態は維持されるの力Ъ

④運営 :運営に対して市民や議会の監視がきく力、

運営面での責任の所在が明確力、

上記の点については、なかなか解決の糸口が見えな

いのが現状である。

2 硼膊臓会酬酬鵬の調

このような状況がリアルタイムで進行している現在、

現場の学芸員をはじめとする博物館勤務者たちが、こ

れらの動向を静観していていいはずはなしゝ 仮に流れ

に身をまかすにも、逆に抗うにも、その流れ自体がど

のようなものであり、どこから来て、そしてどこに流

れようとしているのかを見極める必要がある。
一博協加盟館の中で、この問題に直裁に関係してい

るのは、府中市郷土の森博物館 (府中文化振興財団運

営)、 くにたち郷土文化館 (く にたち文化・スポーツ振

興財団運営)、 パルテノン多摩歴史ミュージアム (多摩

市文化振興財団運り 、江戸東京たてもの園 (東京都歴

史文化財団運営)の 4館だけである。しかし、小規模

館が多い多摩地域の博物館においても、行政内部での

経営改善が否応なしに求められている現在においては、

決して “対岸の火事'では済まされないはずである。

このような問題意識の中から、企画委員会の中で指

定管理者制度に関する研修会の企画が浮上してきた。

ところが、テーマを決めたはいいが、講師の選定や日

程調整が難航し、当初の予定よりも大幅に遅れてしま

い、結局、2005年度第 2回の研修会として、1月 17

日 ひこ)に「博物館における指定管理者制度を考える」

というタイ トルで行うこととなつた。

講師は、乃村工藝社でこの分野の統括責任者である

中島秀男氏 (乃村el■ PPP開発センター長)にお

願いすることにし、「指定管理者制度への対応～員崎歴

史文化博物館を例として～」と題した報告が行われた

あわせて、その前段として、企画委員会研修担当を代

表して筆者が「博物館における指定管理者制度」と題

し、簡単な現状の報告と問題点を指摘した。

3 研修会の肉害

前座として行つた筆者の報告の内容は割愛するが、

中島氏の報告では、パワーポイントを駆使し、プレゼ

ンの見本を見るような報告であつた。パワーポイント

で示された大項目と中項目を抽出し、報告の骨子をま

とめると以下のとおりとなる。
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特集 1指定管理者制度

1 指定管理者制自の既要と制度導入までの流れ
。指定管理者制度とは
。指定管理者制度の特徴

・指定管理者制度の市場性 ぐ社象施設分野・市場規模 。

参入する業界 。企詢
。制度導入の仕組み
・利用料金制について
。事業計画書の作成 (施設の事業計画書作成のポイン

ト、質疑やプレゼンテーション)

。選定審査のポイント

・協定書の作成

2 乃村            のとり<み
・指定罰聾案諜を 理念・:聾的ケ金十
。文化系施設の運営 (指定管理者制度)を成功させる

ために (→ トリプルウィンをめぎ→
・文化系施設の運営に向けた取組みのポイント
・乃村工藝社の取組み

3 長崎歴史文化博物館のとりくみ
。建築概要 。特色・展示概要・施設概要
。公募に際し、設置者から提示された資料
。指定管理申請書提案のポイント
・指定管理者の業務について
・指定管理者組織概要
。長崎歴史文化研究所 (学芸部門の機能)について
。オープンまでの流れ
。管理運営方針

4 ミュージアムにおける指定管理者制度導入の課題
・ミュージアムに指定管理者制度を導入する際の懸念
・ミュージアム設置者の管理監督責任について

一瞥して明らかなように、実務に即した、かなり具

体的な内容を含む報告であつた。乃村工藝社は、長崎

歴史文化博物館 [指定期間 :2005.4.1～ 2010.3.31]の

ほか、葛飾区観光文化センター “寅さん記念館"[同
:

2006.4.1～ 2009.3.31](新東産業 。ЛBと の共同事業

l■l、 青森県市
=沢航空科学館 [同 :2tX16.4.1～ 2011]

(NPOテイクオフみさわ 。育栄管財 。乃村工藝社・

科技財団との共同事業f■l、 佐賀県立宇宙科学館 [同 :

2006.4.1～ 2009.3.31](松 尾建設との共同事業体)の
受託がすでに決まっており、指定管理者としてかなり

積極的に博物館運営に携わろうとしている姿勢が窺え

る。そのため報告では、指定管理者を受託する際のノ

ウハウざ披露され、受託を目指す民間企業の立場から

具体的な運営方策やその考え方などが示された。

特に、指定管理者制度を導入する際の懸念に対して、

1民間として公共性を担保する (説明責任の発生

やな坪判卜 特 性に酉け る)

。設置趣旨の実現と採算性の追求を同時に行う(ニ

ーズを理解し費用対効果を意識した適正な事業

展開を行う)

。官民の適切な連携を促進する 休J用者 。地域住

民のことを考えた目標の設定を行う)

。指定期間の長さに問題がある場合は、事業計画

を毎年ローリングする (継続した調査・研究や

企画展の準備を確保する)

。学芸員など必要な人材は、指定替えの際にも雇

用継続できるようにする (文化の継承 。発展や

人材育成の観点から、次期指定管理者を選定す

る際も必要な人材を継続して雇用する条件等を
つける)

・学芸部門を自治体で直接雇用し、指定管理者と

同じ館内で業務を行う場合は、指揮命令系を指

定管理者に統合する

というかなり具体的で突っ込んだ指針が提示される

など、実際に受託し運営に取り組んでいなければ分
からないようなことまで報告の中に盛り込まれてい

た。

また、「設置者と指定管理者の役割の明確化」とし

C、

ガバナンス・レベルヤ設 置者が、マネジメント・

レベルは指定管理者が担う

という指摘がなされ、結局は設置者の経営責任次第で

あることが確認された。

筆者の報告を含め、この研修会に関する参加記は別

に用意されているようなので、個々の報告に対する感

想や評価など一歩踏み込んだコメントはそちらを譲る

こととする。
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2006 年 1 月 16 日、パルテノン多摩を会場に研修会

が開催された。いま、博物館で大きな話題となっている

指定管理者制度がテーマである。 
しかも、長崎歴史博物館の指定管理者となった（株）

乃村工藝社の実質上の責任者（PPP 開発センター長 中
島秀男氏）を招いての催しである。まさに時宜を得た企

画であった。中島氏はかなり率直に実情を語ってくれた

し、またパル多摩の金子氏が、博物館で進みつつある指

定管理者制度導入の状況、そして問題点をかいつまんで

まとめてくれたので、長崎歴博の事例を相対化すること

も容易にできた。 
率直に感想を述べれば、「長崎歴博は民間による指定

管理者制度導入のモデルケースになるだろう」の一言に

尽きる。長崎歴博の運営に真摯に取り組んでいる姿勢も

十分に伝わってきた。すでに県の担当部局の藤泉氏の発

言が公に掲載されていたので、民間を導入しようとする

強い意思のあったことは知っていたが、県と乃村のきわ

めて綿密な協議・調整を経ていることがよく理解でき

た。『博物館研究』40-10 で、民間導入の失敗例が赤裸々

に述べられていただけに、この対極に長崎歴博があるこ

とは間違いなさそうだ。 
 

特集１ 指定管理者制度 

しかし、博物館における指定管理者制度が多くの問題

と危険性を孕んでいることはいうまでもない。博物館の

基幹業務が正常に機能するのか注視していかなければ

ならないし、その継続性については全く保証がないの

だ。長崎歴博も例外ではない。そして、この制度のもと

での成功は、どんなに正論を語ったとしても、数値が最

優先される。基幹業務に影響しないはずがない。 
もっとも、博物館をとりまく問題は指定管理者制度に

留まるものではなくなってしまった。例えば昨年 11 月、

かながわ考古学財団の廃止が一方的に決定された。金子

氏は、博物館の収益性に関する考え方に対して市民の合

意が得られていない現状を指摘したが、博物館を存立さ

せる文化遺産に対する市民の合意すら得ることができ

ていないように思える。 
博物館をとりまく現状は厳しい。しかしそれは、これ

まで直視してこなかった様々な問題が、そこに歪みが加

わりながら顕在化したにすぎないのではないだろうか。

指定管理者制度への対応は、個々の博物館の事情で様々

だが、いま、しっかりと足元を見つめ直さなければなら

ない時期にある。 

深澤靖幸（府中市郷土の森博物館） 



特集 1指定管理者制度

指定管理者H度導入に向けての現状報告
立川市歴史民

市財政が厳 しい現状のなかで、将来にわたって

持続可能な自治体運営を保持 し、市民生活に必要

不可欠な公的サービスを安定的に供給 していく
には、これまでにも増 して徹底 した事務事業の見

直しや、効率的な行政運営が求められている。こ
のような状況を踏まえたうえで、立川市では、都
市経営の視点から既存の施策や制度を抜本的に

見直し、行政の役割分担を明確にしながら、市民
と行政の協働などを重視する新 しい行政経営が

必要と認識 し、平成 16年 7月 に、学識経験者、
民間経営者、公募の市民らで構成する立川市行財

政問題審議会を設置 し、「経営改革プラン」につ

いて諮問を行い、「経営改革プラン策定に向けた

基本的な考え方と推進方策について」の答申を平

成 17年 1月 に得た。市では、この答申を最大限
尊重するとして、都市経営の視点からの行財政シ
ステムの質的な転換と、地域を支えるさまざまな

活力を活かした行政経営に取 り組む「経営改革プ

ラン」を平成 17年 6月 に策定した。また、経営
改革プランの重点改革のひとつに、「民間活力の

積極的な活用」があげられ、公共施設の管理運営
については、指定管理者制度を有効に活用 しなが

ら、計画的に民間活力の導入を進めるとされてい

る。そして、指定管理者制度の導入について市で

は、全ての施設のあり方についての見直しを行い、
どのような運営方法が、その施設を最大限に有効
活用ができるか、利用者に質の高いサービスを提
供することができるか検討 し、指定管理者制度の

効果が十分活用できる施設には、積極的に制度を

導入す るものとするとい う考えを打ち出してい

る。そして、先述の「経営改革プラン」によれば、
歴史民俗資料館については、平成 19年度までに、
「専門的な知識を有する市民の人材活用も含め、

管理運営方法については NPO法人等の活用を検
討」するとあり、管理運営方法の見直しを検討す
ることになつている。「経営改革プラン」には指
定管理者 という文言は書かれていないが、市の方
針からすれば、指定管理者制度を含めて検討する

ものと解 される。前置きが長くなってしまつたが、
以上述べてきたとお り、当館への指定管理者制度
導入については、平成 19年度までに結論を出す
ことになつてお り、今後、指定管理者制度を導入
した事例等を研究 し、立川市文化財保護審議会ヘ

諮問を図る予定である。当市のウェブページによ

れば、指定管理者制度とは「公の施設の管理に民

間の能力を活用 して (中 略)住民ニーズに応え、

住民サービスの向上 と、経費の削減等を図るこ

と」とある。言葉通 りならば良いことずくめのよ

うであるが、なかなか現状ではそうはいかないら

しい。いずれにせよ、指定管理者制度はまだ途に

付いたばかりの制度であり、その評価は数年後を

待たねばならないだろう。

ところで、当館は現在、市の直営で運営されて
いる。そして専門職としての学芸員は採用されて
いない。つまり、数年経つと職員は異動してしま

うわけである。指定管理者制度が問題であるとい

う意見のなかに、継続性の問題、専門性の問題が

指摘されているが、皮肉なことに現在の当館はす
でにこの問題を抱えているのだ。立川市歴史民俗

資料館 を今後 どうしていくのか ?しっか りした

方針を持たなければ、指定管理者どころの話では

ない。そもそも、指定管理者制度をなぜ導入する
のかといえば、経費を削減 し、サービスを向上す
ることである。資料館を使ってどのようなサービ
スを展開するのかというしっかりした方針を、市
がきちんと持ち評価 しないと、ただ「民間にお任
せ しました」で終わつてしまうであろう。また、
一番問題だと感 じることは、資料館の活動につい

て、館側 (現場)の意識 といわゆる当局側との意
識にズレがあることである。つまり、展示や研究
の質とは何かということである。私たちは、来館
者が少なくても、ニーズが低くても、質の高い展
示や研究はできると考えているが、資料館が誰の

ためのものであるのかを踏まえれば、この考え方

も改める必要があるかもしれない。この点につい

ては、詳 しくは紹介できなかつたが平成 17年度
に策定された、立川市第 3次生涯学習推進計画の

なかで (仮)市民交流大学設立の計画があり、資
料館が市民と協働 して生涯学習のニーズを担 う
という方向も探れよう。少々本題からそれてしま
つたが、指定管理者制度検討 というこの機会を資

料館改革の好機 ととらえ、よりよい方向に向かう
よう努力したい。

《参考資料》
平成 18年 4月から指定管理者制度を導入する
市施設

市民会館 総合福祉センター

シルバーワークセンター 自転車等駐車場

斎  場 駐車場

地域福祉サービスセンター
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特集1指定管理者制度

くにたち郷土文1ヒ館と指定管理者制度

<にたち郷土文化館_//
くにたち郷土文化館 (以下、当館)は、財団法

人くにたち文化・スポーツ振興財団が国立市から

管理運営を委託されて平成 6(1994)年 11月 に

開館 した。メインテーマに「過去 。現在・未来を

結ぶ一多摩川が育んだ段丘 とともに生きる私た

ち一」を掲げ、貴重な文化を保存 し後世に伝え、

さらに発展させ るために数多くの事業を展開し

てきた。
こうした中で国立市は、当館を含む市内の公共

施設の市民サービス向上を第一と考え、さらに効

率的な運営を目的 として指定管理者制度導入を

検討 し、平成 17年の9月 議会において 「国立市

公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する

条例」が承認され、指定管理者選定検討部会にお

いて導入方法・選定基準 。応募資格 。指定期間・

施設管理運営の内容等について検討 されてきた。

現管理者である財団法人くにたち文化・スポー

ツ振興財団は当館の他に、くにたち市民総合体育

館・ くにたち市民芸術小ホール・国立市古民家も

管理しているが、今回 4施設はまとめて指定管理

者制度を導入することでほぼ確定した。平成 18

年の6月 議会で条例の改正が承認されれば、早け

れば秋にも指定管理者制度が導入されることと

なつた。

導入手法は、今回は一般公募をせずに財団法人

くにたち文化・スポーツ振興財団を、当館および

前述の 3施設の指定管理者に特定する予定であ

る。特定する理由は、施設の設立趣旨から市民や

地域・団体と連携 した事業、市民中心の事業展開

が望まれ、また専門性の高い分野については弾力

的運営が必要であり、これらの管理運営が可能で、

これまでの活動実績からも妥当である財団組織

が指定管理者に適 していると判断されたからで

ある。ただし期間は 5年であり、次回以降は一般

公募も行 う予定である。

当然、6月 議会での承認がなければ今後はまだ

まだ流動的であるが、以上のように当館も指定管

理者制度の導入がほぼ決定したといえよう。

指定管理者制度の導入後、これまでと等 しいサ

ー ビスが可能なのかといつた点が気がか りでは

ある。

よく言われているように、「公的機関だからこそ

できることがある」「博物館施設のような教育機

関は利益を求めるだけではいけない」という意見

はもつともだと感 じている。一般企業は採算が取

れなければ成 り立たないため、どうしても利益優

先になつてしまうのではないかと危J瞑 される。学

芸分野のように、それほど利益の見込みがなく、

けれども継続的な作業が必要な時、どうなつてし

まうのかという心配がつきまとう。また事業の成

果を見るにはある程度の時間が必要であり、短期

間で管理者が変更 して しま う可能性のあるこの

制度はそぐわないのではないかと思う。公的機関

では利益よりも公共性を重視 し、長い時間でもの

を見ることができるため、上記のような懸念がほ

ぼ必要ない、という点が大きな利点なのだろうか

と感 じている。

しかし一般企業が博物館施設などの指定管理

者に参入する上でのセールスポイン トであろう、

利用者のニーズや世界の流れに敏感に反応でき

る点、新 しい視点から教育・文化を見ることがで

きる点は非常に重要なことだとも感 じている。こ

の部分は、大きな変革をなかなか一挙に成 し得な

い公的機関の弱点でもあるだろう。「公だからこ

そできること」を一般企業がクリアした時、公的

機関の売 りは何なのであろうか。その点を明確に

しておかなければ、今後博物館を運営する上で直

面する諸事態に対応 しきれないかもしれない。

くにたち郷土文化館は、多くの市民の方たちに

よって支えられて運営されている。さまざまな団

体・個人が講師や指導者 として、あるいは裏方と

して各種事業に関わつている。相談役 として、館

の方針にまで助言を与えてくれていると言つて

も過言ではない。その代表的な団体である「くに

たちの暮らしを記録する会」は当館が開館するず

つと以前より、市内の民具調査を実施 してきた市

民グループであり、聞き取 り調査も行つてきた国

立市の民俗学のエキスパー トと言える。同会は各

種伝統行事の体験教室や稲作体験事業 「われら稲

作人」、市内小学 3年生に民具の体験をさせる「民

具案内」などの教育普及事業の講師として全面協

力 してくれている。同会との連携がなければ当館

の運営に支障をきたすばかりでなく、同会が掘 り

起こしてきた国立市の生きた歴史が見えてこな

くなつてしまい、同会を通して伝わつていた市民

の声が聞こえなくなつてしまう可能性が大きい。

同様な団体は他にも多くあり、これは当館の大

きな財産である。市民が蓄積 してきた力をこれほ

どまでに惜 しげもなく提供 してもらえるのは、開

館以来、長年に渡 り築きあげてきた人と人との繋

が りを大切に守つてくることができたためと考

えている。今後、当館がどういつた形態となるか

分からないが、この財産を守 り通し、市民との連

携の中で国立市の文化を育み、伝えていく努力が

必要であろう。
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特集2戦後 60年

終戦間際の昭和 20年 8月 2日 、人王子市はB29
による大きな空襲を受けた。この空襲では、1600
トンもの焼夷弾が投下され、市街地の大半が焼け
野原となり、約 450名 もの尊い命が失われた。

人王子市郷土資料館では、この忘れてはならな
い人王子空襲を市民に伝えてゆくために、戦争、
空襲に関する展示、講座などの事業を積極的に行
つてきた。終戦の節 目の年となる昭和 50年、昭
和 60年、平成 7年にはそれぞれ「八王子空襲展」
「人王子空襲」「戦争 と人びとのくらし」をテー
マに特別展を開催 してお り、毎年 8月 2日 からは
約 lヵ 月間、常設展示の一部を替え、コーナー展
を行つている。昭和 60年には 3年間の作業を経
て、『人王子の空襲と戦災の記録』総説編、市民
の記録編、資料編の 3分冊を刊行 した。

また、資料の収集、保存にも努め、開館以来収
集 した戦争、空襲関係の資料は相当数にのぼって
いる。

戦後 60年にあたる昨年、人王子市
では、平和推進事業に取 り組み、本館
では特別展 「戦時下の市民生活」を開
催 した。戦争を知 らない世代が大半を

占めるようになるにつれて、人々が経
験 した戦争の悲哀は風化 しつつあり、
60年前 とはいえ、今とはかけはなれた
時代であったと感 じる人も多い。今回
の特別展は、空襲で未曾有の被害を受
けた人王子において、戦争、空襲の記
憶を掘 り起こし、その実態を広 く市民
に伝え、語 りついでゆく機会となるこ

とを目的とした。

特別展では、「総動員体制」を枠組みに展示を
構成 した。 日中戦争が始まつた昭和 12年から終
戦を迎える昭和 20年までの 8年間は、戦争を遂
行するために物資はもちろんのこと、子どもから
大人までその精神までもが総動員された時代で
あつたといわれている。具体的には、「総動員体
制下の政府の政策」「総動員体制の末端に組み込
まれた子どもたちの生活」「総動員体制下の家庭
生活」という二部構成とし、総動員体制の具体的
な様相から、戦時下の生活の実態を振 り返る展示
とした。

期間中 (8月 2日 ～9月 4日 )の来館者は、約
5,000名 にのばり、戦争、空襲に対する市民の意
識の高さがうかがえた。親子や三世代での来館者
が多く、展示ケースの前で、親が子どもに、祖父
母が孫に展示品の説明をしたり、自分の体験を話
している姿が、あちらこちら見られた。戦争を体
験していない世代の来館も多く、学校の課題のた
めに来館する小中学生の姿もあつた。小中学生は、
特に戦時下の教育 と勤労奉仕を展示 したケース

を熱心に見学していた。勤労奉仕の展示では、実
際に作業をしている様子などの写真パネルを展
示 したが、現在の学校生活との違いに驚く子ども
が多かった。

来館者の感想で一番多かつたのは、「大変だっ

た当時を思い出した」「自分の孫にも伝えてゆき
たいと思つた」という戦争体験者の方々の感想で
あつた。写真を前に、自分の体験と重ねて泣き出
された女性もおり、戦争、空襲が人々の心に残し
たものの大きさを感 じた。また、戦争を体験して
いない世代からも、資源の供出を呼びかけるポス

ターや、回覧板を見て「こんなものまで供出して
いたんだね」とか、「このころの生活は本当に大
変だっただろうと感 じました」といった声が聞か
れた。

展示資料の中で、反応が大きかったのは、大の

献納を勧める回

覧板と、供出する

ための兎を手に

している女子小

学生の写真であ
つた。兎は兵士の

帽子にす るため

に学校での飼育
が推奨されたの

であるが、「こん

なことが実際に

行われていたの
か ?」 という質問を何度か受けた。動物愛護の声
の中で育った世代には、なかなか想像できないの
であろう。

また、展示が終わってからも、金属回収のチラ
シや、戦後の物資難の中で織つた伊達巻きなどの

寄贈の申し出があつた。どれも、父親が保管して
いた、祖母が織つたというもので、展示を見て関
心を持ち、寄贈を申し出られたものである。

戦後 70年、80年と時が経つにつれ、戦争の体
験者は、ほとんどいなくなつてしま うであろう。
暮らしの中で歴史を継承 してゆくためにも、戦争
や空襲の悲惨 さを後世に語 り継 ぐ機会を作るこ
とが、郷土資料館の役割ではないかと感 じている。
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特集2戦後 60年

当館の今年度の特別展として、『青梅線玉手箱

一眠りからさめた鉄道資料―』を平成 17年 10月

4日 から平成 18年 1月 15日 まで行いました。こ

の特別展は青梅鉄道資料文書を 10年近くの長き

にわたつて、青梅鉄道資料調査会に調査 。整理を

委託し、平成 16年度をもつて終了したことにと

もない、その成果として行つた展示です。この資

料群は、青梅鉄道が創業した、明治 27年前後か

ら平成 7年の解散にいたるまでの資料 6000件、

点数にすると 20,000′点に達し、内容も本来の鉄

道事業だけでなく、石灰石採掘輸送事業、砂利・

木材の運搬ヾ観光事業そして、自動車 (バス)事
業など、多岐にわたつております。展示について

もその事業毎に展示をわけて行いましたが、一方

で調査会の先生方の考えで戦後 60年 という節目

の年に「戦時下の青梅鉄道」というコーナーも設

けて文書を抽出し、当時の青梅電気鉄道がどのよ

うな操業をし、従業員などがどのような環境で働

いていたのかがわかる展示も行いました。以下

「戦時下の青梅電気鉄道」で紹介した資料の一部

を掲載します。

『軍秘 軍夢輸送関係書類入』昭和 13年(1930～

昭和 13年 (1938)に運輸省で開催された「地

方鉄道関係軍事輸送会議」の資料が保存|れてい

ました。この会議に参加したのは、青梅電気鉄道

のほかに、東武鉄道、流山鉄道、鶴見臨港鉄道、

名古屋鉄道、南海鉄道、

中国鉄道な ど民間鉄道

10社。これらの鉄道会

社は、それぞれ沿線に軍

事施設があり、軍事上、

省線 (国有鉄道)と 直通

運輸の必要性がある鉄

道でした。青梅電気鉄道

に関 しては、西立川駅

(陸軍航空技術研究所、

同航空廠)と 拝島駅 (陸

軍航空廠熊川倉庫)に関

す る地図や時刻表の資

料があります。

『防空関係』昭和 17年(1942H

警視庁が空襲時に使用できるバスをあらかじ

め報告するよう求めた書類で、部外秘の表示があ

ります。青梅電気鉄道株式会社は、自動車事業 (バ

ス)も行つており、この報告では、木炭車など5

台を報告しています。

昭和二十年度 陸軍特別幹部候補生召募

昭和 19年(19443

会社内に貼られたと思われるポスターです。採

用区分には飛行、戦車t高射と並び「鉄道」もあ

る。出願期間は昭和 19年 (1944)8月 10日 か

ら一ヶ月間で、募集年齢は、大正 15年(19204

月 2日 から昭和 5年(19304月 1日 生まれとあり

ます。年齢では、15～ 18歳での応募となります。

青梅電気鉄道株式会社は、子会社に奥多摩電気

鉄道株式会社を設け、その頃未開通であつた御嶽

～奥多摩間の建設を行い、ようやく開通 しようと

した、昭和 19年に戦時下の国策により、国鉄に

吸収されてしまいます。しばらく自動車部門のみ

の経営となりますが、他社に売り払われ、会社は、

実質鉄道の操業を停止状態となつてしまいます。
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特集2戦後 60年

太平洋戦争が終結してから 60年、平成 17年
(2005)は戦争の歴史にとつて節 目の年となりま

した。このことから各地の博物館では戦争をテー

マとした展示会、また各地の自治体では平和活動
イベン トなどが催され、国や地域をあげて戦後 60
年が取 り上げられました。

福生市も戦争 とは深いかかわりがあります。昭
和 15年 (1940)、 旧日本陸軍により福生に多摩飛
行場が建設されました。ここには陸軍航空審査部
とい う組織が配置され、試作飛行機や航空兵器、

装備品の性能テス トと実用テス トを行なつてい

ました。ここは軍の組織で したが軍隊ではなく、
官庁でした。そのため軍人だけでなく、福生に住
む多くの民間人も働いていました。この多摩飛行
場建設以後、福生の町は基地の町として発展 し、
人 口も増加 していきます。そ して昭和 20年
(1945)、 太平洋戦争が終結 しました。多摩飛行

場は米軍に接収され、現在の米軍横田基地として
生まれ変わりました。 …LLlt

このように福生は戦争 と深いかかわ りがあり
ます。このことから、福生市郷土資料室では毎年
終戦の時期に合わせて 「平和のための戦争資料
展」を開催 してきました。
この展示会は戦争を知 らない若い世代の方々に
も、戦争資料や当時の歴史背景を通 じて、現在の

尊い平和について思いをめぐらすきっかけにな
ればと考えています。

この展示会は毎年開催 しているので、本年平成
17年度の展示会は戦後 60年にこだわらず、近代
戦争の歴史に注目してみました。

福生と近代戦争とのかかわ りは、日清 。日露戦
争から始まります。特に平成 17年は戦後 60年で
あると同時に日露戦争 (明 治 37～ 38年)が終結
してから 100年 目にあたります。このことからも

平成 17年が近代戦争の節 目の年であることから、

本年の「平和のための戦争資料展」は、特別展示
「戦争錦絵に見る日露戦争百年一日露戦争 と福
生一」として開催 しました。資料は日露戦争を題

材とした 3枚続きの戦争錦絵 102点 と、軍事郵便
が中心でした。ここでは日露戦争と福生とのかか

わりについて少 し紹介 します。

明治 27年 (1894)に はじまつた日清戦争は、

近代 日本が一丸 となつて外国と戦つた初めての

戦争でした。明治以降、近代国家として 「日本」
という国が人びとに自覚されてきたのは、この時

代のことです。

その日清戦争の 10年後の明治 37年 (1904)、

中国大陸の満州をめぐる対立から日本 とロシア
の間で日露戦争がはじまりました。 日露戦争は、
日清戦争の 8倍以上の戦費を費や した大規模戦

争であり、これは福生にも大きな影響をもたらし

ました。 日清戦争に福生から従軍した

人が 12人であつたのに対し、日露戦争では約 6

倍の 78人が出征 していきました。このうち 9名
の方が戦死、または病死 しています。

福生から戦争に出征 した人々の名は、現在、福
生神明社境内と熊川神社境内にある表忠碑で見
ることができます。この表忠碑には日清 。日露戦
争だけでなく、西南戦争と第一次世界大戦に出征
した人の名 も刻まれています。 ともに大正 8年
(1919)に 完成 しました。この表忠碑は、当時の

福生村・熊川村の有志による浄財によって建立さ
れました。村の若い青年が出征することは、労働
力の低下につながり、地域や家庭生活に大きな影

響がありました。村の人びとは、出征 した兵士に

対する慰労の気持ちと、厚い感謝の念から表忠碑
を建てたのでしょう。

福 生 市

郷 土資料
室では、郷

土資料 と

して福 生

に関連 す

る近 代 戦

争 の資 料

も収集 し

ています。

そ の資 料
は現在までに数百点におよびます。今後 とも収

集・保管活動 と調査 。研究活動を継続 していき、
展示活動などを通 じて戦争の歴史や現在の尊い

平和の再認識について、地域の方々や来館者の

方々に、普及活動を展開していきたいと考えてい

ます。
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卜ロッコ鉄道にみる近代産業遺産

東村山ふるさと歴史館

平成 17年夏、ふるさと歴史館において「けい

てつ協会・せんろ商會プロデュース トロッコ鉄

道展」が開催された。本稿ではこの展示を踏まえ、

近代産業遺産の調査 。研究・展示に関わる問題を

提示 したい。

トロッコ鉄道 とは、いわゆる工事 。鉱山 。森林

などで使用されてきた トロッコ (和製英語)及び、

JRよ りも線路幅の狭い狭軌鉄道 (ナ ローゲー

ジ)=軽便鉄道を総称 して呼ぶものである。けい

てつ協会は、岡本憲之代表を中心にこれまで各地

の鉄道保存に携わつてボランティア活動をして

きた実績があり、またせんろ商會として博物館に

おける鉄道関連展示のア ドバイザーを務めるな

ど、幅広い活動を行つてきた団体である。

①近代史としての トロツコ鉄遭

東村山には大正 9年 (1920)か ら

13年 (1924)、 村山貯水池 (多摩湖 )

造成工事にあたつて資材運搬用の ト

ロッコ鉄道が敷かれていた。大日本

軌道鉄工部製の 5ト ン蒸気機関車が

走る軌間 610ミ リの立派な鉄道であ

つたが、現在そのルー トがどこであ

ったのか既に判 らなくなつている。

その背景には、並行 して走る道路そ

のものが拡幅や付け替えを経て変貌

していることがある。東村山駅前から貯水池まで、

凡そのルー トは判明 しているものの軌道の痕跡

を見ることは不可能となつてしまつた。聞き書き

によつて判明した部分もあるが、既に当時を直接

知る方はおらず、更なる調査は難 しいだろう。ま

た、村山貯水池に続く山口貯水池造成時には、市

内に導水管敷設のための軌道が敷かれている。こ

うした工事軌道は、正式な記録を残すことなく瞬

く間に消え失せてしまう傾向がある。かつて工事

の度に、当然の如く鉄道を敷いていた時代があつ

た。そ うした陰の近現代史は今調べなければ闇に

埋もれたまま忘れ去 られてしま うことになろう。

その調査 。研究は急務と言えよう。

②街角‖遭の存在

トロッコ鉄道の存在は、工事軌道のような刹那

的なものだけではない。個人商店においてもいわ

ゆる「街角軌道」を見ることができる。倉庫から

店先へ商品運搬などに用いる手押し軌道である。

残念ながら東村山市内では確認できていないが、

所沢市 。川越市のような古い商家のある区域では

多くの街角軌道が利用された。

その存在にはいくつかの条件がある。まず街道

に面して間口が狭く奥に細長い商家であること。

そして米、酒、陶磁器、金物など重量物を扱 う業

種であること。また、時代的に古すぎず新 しすぎ

ない商店街であること等々。こうした街角軌道も、

その実態が明 らかにされないまま消えゆく運命

にある。所沢市内では既に消滅 し、川越も僅かに

残るのみだが、新たに整備 して客寄せに使 う所も

ある。こうした街角軌道もまた、近現代史や民俗

学で扱われることのない、陰の近代遺産であった。

レールや車輪の流通圏域など、解明すべき問題も

多く、手遅れにならないうちに情報を収集 してい

くことが急務 とされよう。

③近代遭産としての鉄遭車両

村山貯水池造成工事で使用された蒸気機関車

は、その後山口貯水池造成工事へと転用 された。

当時まだ本格的な重機を使つた大規模工事 とい

うのは皆無に等 しく、この工事に使われたのは、

機関車を始めスチームローラー、 トラックなど最

先端技術の機械であつ

た。山口貯水池では、こ

れ も当時最新鋭のディ
ーゼルエンジンを用い

た機関車が投入 されて

いる。こうした車両群は、

山口貯水池が完成す る

と、今度は奥多摩の小河

内ダム建設工事に転用
`さ れる。このように鉄道

車両は活きた産業史 と

も言える側面を持つが、その役 目を終えると鉄屑

にされる例も少なくなかつた。

けいてつ協会ではこうした車両を救済 し、村起

こしなどに再利用 してもらうべ く仲介の労を果

たしてきたが、この度栃木県塩谷町に「風の高原」

と称する施設をオープンし自ら車両保存を行 う

ようになつた。とは言え、運搬だけでも多額の費

用がかかる鉄道車両を保存してゆくことは、並大

抵の努力ではない。慢性的な収蔵庫不足に悩む地

域博物館には、それを望むべくもないが、情報の

みでも把握 しておく必要はあろう。こうした鉄道

遺産ともいうべき物群は、近現代史でも民俗学で

も無視され続け、いわゆるマニアによつてのみ把

握されているような実態がある。今後は、学問的

背景の裏づけを待つことなくこうした近代産業

遺産に関わる情報、そして資料を収集・保存・活

用 してゆくことが地域博物館の課題の一つに加

えられるのではなかろうか。
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戦後の風景を追跡した記録
～宮本常―の遭した写■から～

府中市郷土の森博物館

写真資料が注 目されることが、最近さかんだ。
それもあま り遠 くない戦後昭和期の写真を再評

価するこころみが。現在変貌 してしまつた土地や

人の以前の姿をとらえた貴重な資料 として脚光

をあびるだけでなく、それを見る人びとに懐かし

さを喚起させ、話題が広がる。
一方で、スキャナーやデジカメなどの発達によ

り、さまざまな画像が電子データとして整理され、

環境 さえ整えば平易に参照できるようになりつ

つある。この二つの潮流の中に、日本を代表する

民俗学者 。宮本常一の遺 した写真も間違いなく巻

き込まれている。

宮本常一 (1907～ 1981)。 山口県周防大島出
身、民俗学者、離島振興法の立役者、『忘れられ

た日本人』著者など、数々のキーワー ドで語られ
る人物。しかしそんな彼の存在も東京都府中市で

はあまり知 られていない印象だ。ましてや晩年の

20年間住んでいた土地がほかならぬ武蔵府中で

あるということは尚更のこと。とはいえ歴史に残
る大人物、著書は今でも売れている。だからこそ

当館では2007年の生誕 100年にあわせ、彼に関す
る特別展開催の計画があつた。その構想を漠然と

練つていた時、彼の約10万枚の写真の存在を知つ

た。

日本中を歩いた際に撮影 し、整理された写真群
は、彼の故郷である山口県大島郡周防大島町 (当

時は東和町)に寄贈、電子化され、そのデータを

検索できる周防大島文化交流センター (以降セン

ター)が 2004年にオープンした。そこで整理され
た写真資料を材料として、特別展よりも小規模な
「テーマ展」という展示会で 「宮本常―の見た府

中」展 (2005年 4月 29日 ～7月 18日 )を計画する
ことにした。特別展への導入 として、音の府中の

写真を展示することを通 して、撮影者である宮本
とその仕事を広 く知ってもらお うとい う意図が
あつた。

こちらの意図はセンターにも理解 され、2004
年 10月 、12月 の 2回 の調査で、センターから約
1300枚の画像のコピーを持ち帰 り、博物館ボラン

ティア資料整理班 とともにその内容の検証作業
を行つた。毎週金曜日、10人前後のボランティア
が博物館に集まり、府中市内を撮影 した写真を掲
載 した彼の著作 (例 えば『 私の日本地図 武蔵

野・青梅』)や、自らの経験をもとに、その画像

が府中のものか否か、そ うであるなら何が写つて

いるのかを一枚一枚約半年かけて見ていつた。撮

影地点や経路を割 り出し、現在その場所がどうな
つているのかを検証する追跡ツアーも行つた。彼
の全国各地への旅の出発、中継、帰着点だった府

中は撮影枚数が多い。単純作業とはいえ検証は大

変だった。

府中で生まれ育った人は身近な画像は即座に

回答を出せた。しかし市内の隅々まで今音を知る

メンバーはいない。また、数十年の間に他所から

府中に転入 してきたメンバーにとつては、当然知

らない画像が多い。今回の作業は両者に共通して

昔の府中を時間的にも空間的にも再発見するい

い機会になつていたようだつた。宮本邸の周辺、

彼が何度も通過 したケヤキ並木、執筆も手がけた

『府中市史』編さんの過程で撮影 したと思われる

民具や民家、旅の終わりの余つたフィルムを使い

きるため撮影 した風景、といつた形で次々と情報
が蓄積されていつた。

約半年の作業を経て、テーマ展は開催に至った。

検証成果をもとに245枚の写真を使用 した新聞紙
大のパネルと、約1000枚 を連続放映するスライ ド
ショーを作成 した。 3ヶ 月ほどの会期中には、敷
地内で行われた「あじさいまつり」の効果もあり、

約9,000人 の来館者があった。宮本を目的に来た

方、偶然来館 し、はじめて彼を知 り、変貌 した市
内の風景を面白く見た方双方がいた。どちらの場
合もおおむね好評だつたように思 う。

宮本 の故

郷周辺 で も
この試み は

注目され、中

国新 聞な ど

で「宮本写真
か ら戦後 を

たどる」事例

として何度

も紹介 され

た。「戦後60

年を記念する意図での企画か ?」 という問い合わ
せもあつた。計画当初意図してはいなかったこと
ではあるが、期せず してその時流に乗つていたよ

うである。

戦後の写真 としての評価 も当然ながら、生誕
100年を記念 した特別展にむけて、できれば開催
以前に宮本常一とい う名前をなるべく知ってい

る人が増えて欲 しい。写真資料も参考にしつつ、
府中に限らず広い視野から宮本像を描けるか今
も奮闘中である。

11

市内に残った車葺民家。

現在郷土の森博物館内
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口漑

最 近 の 活 動 報 告

町田市立博物館

0鰊
平成 17年度は、前年度からの継続を含め 5回

の企画展を行ない今 1回を予定しています。当

館では常設展が無く、年 6,7回の企画展を行な

っております。企画の構成に際しては、館蔵資料

と借用資料、また地域関係資料と地域に拘らない

資料などを配慮します。なお展示室は大小 2室
あり、それぞれ 230ぽ、100ポ あります。

1、 町田・ 民俗の世界から

一小特集・境川流域の■山・社寺・古遭―

2005年 2月 15日 ～4月 17日

本展は 2部構成からなり、大展示室では市域の民

俗文化財を生産 。生業 (農具・蚕具類 )、 衣食住、

信仰 (念仏用具・地神等掛軸など)に分け紹介 し

ました。小展示室では、市域最西端に位置する相

原地区にスポットをあて、発掘資料・絵馬・神仏

像・古地図などを紹介。展示に当たつては、展示

室を同地に見立て空間構成をし、壁面に該当地区

の風景写真を入れるなどの工夫をこらしました。

また、展示担当者が相原地区の学校を訪れ、課外

授業を行ないました。

2、 東南アジアの壼―仮面とともに一

4月 26日 ～6月 5日

本展は、当館を代表する館蔵資料の一つである東

南アジア陶磁器コレクションの中から壺 140点、

及び近年寄贈を受けた仮面約 220点の中から東南

アジア関係の仮面 30′点を精選し紹介 しました。

期間中には 2回のギャラリー トークを行ないまし

たが、これは各展覧会ごとに行なわれているもの

です。

3、 時計―米原薇夫コレクシヨンー

7月 12日 -9月 11日

本展は、1992年に寄贈を受けた故米原徹夫氏収

集の 18～20世紀にかけての携帯 (懐 中)時計他

108点を公開したものです。携帯時計の歴史は 16

世紀に遡 りますが、当時のものは文字通 り首や腰

に提げるもので、ポケットに入れられる懐中時計

になつたのは 17世紀頃からとされます。

4、 大倉彙古館所菫 近世・近代の名ロ

9月 20日 -10月 23日

本展は、日本最初の私立美術館 (大正 6年創立)

として知られる大倉集古館所蔵の、円山応挙・歌

川広重・伊藤若沖 。川合玉堂 。鏑木清方 。速水御

舟他の名画に加え特に横山大観の「夜桜」を公開

しました。本展は、先年当館蔵東南アジア陶磁器

の貸 し出しに対する交換展 として開催 されまし

た。近年は入館者数の減少に頭を痛めていますが、

本展では 1日 平均 185人 と近来にない成果を得ま

した。

5、 陶轟が目る来世の理想郷

中目古代の暮らしと●―建築・ 人・働犠

11月 1日 ～2006年11月 15日

本展は、漢時代から唐時代 (紀元前 206年～紀元

後 907年)にかけ製作された明器と呼ばれる墳墓

に納められた副葬品を紹介 しました。明器には、

桶 と呼ばれる人や動物形、住居などの建築物の雛

形、生活用具等があります。本展は、当館 と愛知

県陶磁資料館 との共同企画で立ち上げたもので、

同館・京都細見美術館・山口県立萩美術館 。大倉

集古館他を巡回します。

6、 日磁のこま犬百面相

―菫知県陶磁資料館コレクション

3月 28日 -5月 21日

戌年にちなむ展示で、瀬戸・美濃地方の神社に奉

納 された室町から明治時代初期にかけての陶製

こま犬 100点余を紹介するもの。本展も大阪市立

東洋陶磁美術館・富山市佐藤記念美術館他の巡回

展です。なお前回展示から本展までの間は、館内

改修工事のため休館 しました。

本誌前号の特集は博物館実習でしたが、当館で

も受け入れています。概要を簡略に述べれば、期

間は 1週間、市内在住 。在学者を優先 し 10名 前

後を受け入れます。例年 3月 頃に各大学の博物

館課程に募集要項を配布 し、5月 連体明けに決定

します。実習の謝ネLについては、今のところ辞退

しています。当館での実習受け入れも30年近く

なりますが、実際に学芸員として就職 した例はご

く僅かです。

本号の特集の一つは指定管理者制度ですが、準

備が無く執筆 しないものの関心は充分にありま

す。館内での話では、指定管理になつた場合、長

期的視野にたつ活動は可能か、長期的研鑽や積み

重ねのうちに成 り立つものはどうなるかなどが

話題となつてお り、職員一同基本的には導入に反

対しています。

昭和 48年の開館以来 30有余年、建物・設備

の老朽化と狭院化の対策が急務となつています。

このままでは、指定管理を受けてくれるところが

あるものかどうか。博物館の今後をどうするか、

平成 18年度を当館の再出発の時のスター トにで

きればと思つています。

12 ミュージアムグ
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調布市市制 50周年記念特別展

調 布 の 歩 み
調布市郷土博物館

会 場

調布市文化会館たづくり2階南ギャラリー

会 期

平成 17年 11月 16日 (水)～ 11月 25日 (金 )

来客者 1,503人

市民提案による展示

昭和 30年 (1955)年 に調布町と神代町が合併
して誕生した調布市は平成 17年 (2005)に市制
50周年を迎え、これを記念するさまざまな事業が

年間を通 して行なわれました。

調布市では、平成 17年 4月 から3月 までを 21

万市民と共に、「これまでの」50年 と、「これから」

を考える 1年 とし、記念事業には広く市民の参加

をお願いしました。 この一環 として市の広報紙
「市報ちょうふ」を通して記念事業のアイデアを

募集 し、調布の歩みパネル展示が実施されること

になりました。

調布の歩みは古い地図や写真パネルにより、調

布の 50年 をたどる特別展示を開催するという提

案でした。

昭和 20年 8月 28日 航空写真パネルの製作

展示開催にあたって、平成 17年が戦後 60年の

節 目の年でもあつたので、調布市誕生以前の市域
の状況がよくわかる資料として、昭和 20年 (1945)

の航空写真パネルを製作することにしました。こ
の写真の原板は、アメリカの国立公文書館所蔵で

米軍が昭和 19年から35年にかけて、数回にわた
って撮影 したものです。
パネル製作に選んだ原板は、終戦直後の 8月 28

日に撮影 されたもので、ネガサイズ 23× 23 cIIl(縮

尺 1:20000高度 20000ft撮影)と 23 cIIl× 46 cm

(縮尺 1:H000高度 22000ft撮影)の 2種類が

あり、撮影ポイン トを変えながらオーバーラップ

して撮影 されています。原板 8枚をデジタル処理
して、縮尺 1:5400のパネルが出来上がりました。
完成 したパネルを改めて見てみると、終戦直後

の市域のさまざまな情報を読み取ることができ
ました。陸軍が使用 していた調布飛行場には戦闘
機が並び、飛行場周辺には戦闘機を格納する掩体

壕が多数確認でき、なかには掩体壕に格納されて

いる戦闘機や掩体壕以外に神社や栗林に戦闘機

を隠すための誘導路まで鮮明に写 しだされてい

ます。そのほかの軍事施設としては、市域に配備

されていた高射砲部隊の 3箇所の陣地には 6門の

砲座があることがわかります。また、近年発掘調

査された照空隊陣地も航空写真を検討すること

で、より精度の高い情報を得ることができるよう

になります。さらに、昭和 20年 5月 25日 に空襲
にあった調布町の下石原地区は、旧甲州街道沿い

に空襲の痕跡がみられます。
パネル製作 と同時にネガの複製及びデータ化

も行なつたので、さまざまな形で航空写真を利用

することが可能になつています。特に戦時中の体

験談を聞き取りする時などは、航空写真を見ても

らうと当時の記憶が鮮やかに蘇 り、忘れていたこ

とを思い出すと話者の方には喜ばれています。
ただ、惜 しむらくはネガサイズが大きいため、

一般の写真現像所では、拡大プリン トなどが対応

できないことです。

特別展資料の発行

展示の参考資料 として作製 したパンフレット
「ドキュメン ト合併―調布市誕生にいたるまで」
には、調布・神代両町での市名の取 り決めや合併

後の首長選挙を巡る両町の綱引き、狛江町 (現、

狛江市)が合併を拒ん

だ経緯などを記 して、

調布市誕生までの厳

しい道の りを窺 うこ

とができます。なお、

冊子は新聞で紹介 さ

れたこともあって会

期中にすべて配布が

終了し、会期終了後も

問合せが多かったの

で増昴Jし ました。

.ィヽき  ＼

昭わ 20年 8月 28 口航空写真パネル
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平成 17年度秋季企■晨

●

郷土の伝統工芸―竹綱工と染繊―

瑞穂町郷土資料館

● 鍼

平成 17年 10月 22日 から平成 18年 1月 31日

まで開催 された秋季企画展の うち染織について

は、織の名称の変遷 と、板締絣の基礎工程である

「板彫 り」技術を中心に、展示・解説を行いまし

た。

箱根鱚・ 籠色‖・ 餡側絣・村山大島軸

(1)江戸時代末期に瑞穂町域では、茶褐色の木

綿地に細い黒の縦縞文様を入れた「箱根縞」が織

られていました。「箱根縞」の成立には、青梅で

流通 した「青梅縞」の影響が強かつたものと思わ

れます。「箱根縞」は明治以降、新たに絹織物 と

して地場産業の振興に努めるようになりました。

(2)明治 22年 (18890、 上野で開催され

た第 3回 内国勧業博覧会において、当時の箱根ヶ

崎村の小山惣次郎が「織色紺」の織物で「褒状」

を得ています。この褒状によつて、明治 20年代

中期に箱根ヶ崎地区において、紺色の織物生産が

すでに高い水準に達 していたことがわか ります。

(3)大正元年 (1912年 )、 埼玉県での特別

大演習行幸に際し、「銘仙絣 壱疋」が「箱根ヶ

崎織物業代表 石塚幸右衛門」から献納されまし

た。この文書が現在額装されて、郷土資料館に所

蔵されています。この資料によつて、当時はまだ

「村山大島紬」の名称が採用されておらず、織物

組合も成立していなかつたことがわかります。

(4)村山大島協同組合の資料によると、大正 6

年(1917年 )に 「経緯絣を使つた、「大島絣」を

考案した」と記され、名称はその後「村山大島紬」

として流通するようになり、昭和42年(1967
年)に は東京都指定無形文化財に、昭和 50年 (1

975年 )には通商産業大臣指定伝統的工芸品に

指定されました。

板‖絣
「板締」は、文様を彫つた二枚の板のあいだに

糸をはさみ、その部分のみを染色する方法で、精

巧な文様を大量に製品化することが可能でした。

「絣」は本来は、染色方法と織 り方の結果、や

や「かすれ」たような風合いのある独特な文様が

出ることを言いましたが、瑞穂町域では大正時代

には細かな幾何学的な文様を「銘仙絣」と呼称 し

ていました。

村山大島軸の絣板

絣板の原料は「女もの」にはミズメザクラ、「男

もの」にはモミジを用いました。原木には、奥多

摩の多摩川南側から伐採 した天然のものが使わ

れました。

ミズメザクラはヒノキ等に比べて建築材にも

あまり使われず廉価で、かつ材の芯 (ア カミ)か
ら外 (シ ロミ)まで同じ堅さであつたため、絣板

に適 していました。「男もの」にモミジが使われた

のは、材質に「ちから」があり、細かで粘 りけが

あったためとされます。村山大島紬では、「男もの」

が高級とされました。原木の確保は、伐採された

中から絣板用に選別しておくように掛け合つてお

き、この原木を「材木屋」が原木を動かさない「坂

東ノコ」によつて製材 しました。この製材法は「丸

ノコ」と違つてオガクズが少なく原木が動かず正

確に製材できたので絣板用に適していました。

絣板は「水で貼 りつくくらいに平らにする」く

らいの精度が求められました。製材 された板は、

白い生糸が木の「あく」によつて黄色くならない

ように、 3時間ほど沸騰 して「あく抜き」をして

乾かしておきました6

絣板用飽 (かんな)

絣板の板彫 りに使われる鉤は、「しやくり」と

呼ばれていました。村山大島紬の図案を彫るため

には、通常 25から30丁ほどの大小さまざまな
「しゃくり」が使用されました。この「しゃくり」

は特殊な用具であつたため、その主要な部分は板

屋さんが手

造 りしまし

た。刃だけ

は栃木県足

利地方に特

注 し、木製

部分は、親

方や先輩職

人から教え

られて自作

しました。

村山大島饉の日案

村山大島紬の図案は、図案用の方眼紙に板屋さ

んが手書きしました。この大切な仕事は通常、夜

間に行ないました。細かな仕事であつたため、し

ばしば夜遅くまで行なつたようです。昼は、板材

料の製材や板彫 り等の仕事を行なつていました。

図案の制作は、板屋さんが自分で文様等を考案 し

て織元さんへ提案する場合 と、織元さんから人気

のある図案見本等を提示 されて製作する場合 と

の二通 りがありました。

14 ミュージアム多
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生
□漱

一

真多摩ホと録のふれあい館 入館者200万人達成に向けて
奥多摩 水と緑のふれあい館

‐

奥多摩 水と緑のふれあい館は、
東京近代水道 100周 年及び小河
内貯水池竣工 40周年の記念事業
として、東京都水道局と奥多摩町と
の共同で旧奥多摩郷土資料館跡地
に建設 し、平成 10年 11月 27日
に開館 しました。

奥多摩の豊かな自然 。水の大切
さ 0水源林の機能 。貯水池 (ダム)

の仕組みや役割・水源から家庭の蛇
口に至る過程をわか りやす く各ゾ
ーンとも映像で紹介 しています。

また、水源地である奥多摩町の歴
史 。文化・郷土芸能・地場産業等の

紹介展示を行なつています。
水源である奥多摩町を知ってい

ただき、東京の水源地をより身近に

感 じられ、水と自然と人の調和の大
切さを知 り、水道を利用する都市住
民 とのふれあいの場をつ くるため
の事業運営を行なつています。

交流を図ることを目的に今年度実施 した事業はつぎの

とおりです。

4月 23日 (土 )024日 (日 )(午前・午後各 1回 )

春の奥多摩 ミニコンサー ト マリンバ演奏 (精葉樹)

7月 16日 (土 )～ 10月 2日 (日 )

わくわく水の探険スタンプラリー (対象 :水の科学館・

水道歴史館・奥多摩水と緑のふれあい館 )

9月 10日 (土 )(午‖・ 午後各 1回 )

ヘブンアーティス ト公演 (ハ ッピィ吉沢)

9月 11日 (日 )

水源地郷土芸能フェスティバル

国指定重要無形民俗文化財 鹿島踊

都指定無形民俗文化財 坂本・川野 。原の各獅子舞
9月 15日 (木 )～ 11月 15日 (火 )

ダム写真展

小河内ダム関連、関東のダム関連
9月 16日 (金 )～ 10月 10日 (月 )

水道週間入賞作品展
6月 1日 ～ 7日 の水道週間の応募作品 (入賞作品)

11月 19日 (土 )020日 (日 )(午前・ 午後各 1回 )

秋の奥多摩 ミニコンサー ト

室内楽演奏 (都民交響楽団有志)

100万人目の来館者を平成 14年 8月 24日 に迎え、
現在、 200万 人達成に向け準備をすすめています。
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平成17年度の主な教育普及活動

武蔵村山市立歴史民俗資料館

● 鬱

平成 17年度 リニユーアルオープン

武蔵村山市立歴史民俗資料館は、昭和 16年 11

月 3日 の開館以来、25年近くが経過 している。そ

こで、その後の資料館の研究成果や市史編纂事業

の成果などをもとに、常設展示のリニューアルが

行われた。

リニューアルにあたつては、「丘陵と台地が育

む生命のあゆみ～人と自然との共生～」をテーマ

に展示を構成し、身近な自然である「里山」をキ

ーワー ドに、市内の歴史・民俗・ 自然とが密接な

関わ りを持つていることをわか りやす く解説 し

ている。             ′

資料館の来館者数を、リニューアル後の平成 17

年度と昨年度とを比較すると、約 1.5～ 2倍に伸

びている。これは、平成 16年 7月 から資料館の

無体化を実施 したことに伴い (第 1月 曜・第 3水

曜のみ休館 )、

祝 日の来館

者数 が増加

した こ とに

加え、常設展

示 り■ ュー

アル事業 の

成 果 が上 が

って い る と

考えられる。

季節晨と特別晨『武蔵村山市の年中行事J

常設展示には年中行事を扱つたコーナーがな

いため、季節にあわせ、「五月人形」、「七夕飾り」、

「十五夜飾り」、「お正月飾 り」、「雛人形」といつ

た季節展を随時開催している。

また、季節にあわせた公開事業としては、6月

5日 の「食

い節供」に

ち な ん だ
「かしわ餅

づくり」や、

年末には注

連飾 りをつ

くる「お正

月飾 りづ く

り」を都立

野山北 0六道山公国内の里山民家を会場に行つた。

このような参加体験型の講座はキャンセル待ち

がでるほど、多数の応募がある。

今年度の特別展では、「武蔵村山市の年中行事
―むらやま歳時記 ―」と題 し、資料館収蔵の民具

や写真などを用い、市内の様々な年中行事を紹介

した。

夏休み ミニ晨示と体験教室『縄文土器づくりJ

小中学生の来館が増える夏には、市内の小中学

生を対象に、夏休み体験教室「縄文土器づくり」

を実施 した。参加者は、実際に遺跡から出土した

縄文土器を手本に、器をつくり、野焼きまでを体

験した。しかし夏休み中は、地域でも様々な行事

が開催されてお り、参加者は定員に達しなかつた。

今後は、日程の調整が必要である。

夏休みミニ展示「器は語る―原始 。古代と近代

の食生活 ―」では、主に食生活に関わる土器や石

器を民具資料と比較展示 した。これは、体験学習
の参加者 が

ただ土器 を

つ くるだけ

でなく、当時

の暮 らしぶ

りについて、

展示か らも

学べ るよ う

に との思い

からである。

『注解 指田日配 上巻Jの刊行と歴史講座

市指定有形文化財である「指田日記」は、江戸

時代の村の陰陽師が残 した日記 としては全国的

にも貴重なものであり、市外からの注目度も高い。

そこで、指田日記をより多くの方に読んでいた

だくため、注解を充実させ、一部現代語的にやさ

しく表現した資料集「注解 指田日記 上巻」を

刊行した。
この資料集の編集作業においては、文化財保護

審議会委員のほか、指田日記の調査を続ける、地

域住民によつて結成された「指田日記の会」のメ

ンバーも参加しており、行政と地域の研究者が一

体となつて発刊された資料集といえる。

さらに、指田日記について長年研究してこられ

た、國學院大學の根岸茂夫教授を講師に、歴史講

座「指田日記 ―村の陰陽師 (指 田摂津)の 日々の

記録 ―」を 1月 に実施した。

平成 18年度には、「注解 指田日記 下巻」の

刊行と「指田日記」原本を一挙公開する企画展も

予定している。
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開館20周年目念特別展を目催して

羽村市郷土博物館

● 蝙

は じめ に

郷土博物館は、昭和 60年に多摩川河畔に開館
して以来、今年で満 20年の成人式を迎えました。
成人式といっても、我々同様、成熟した大人とな
つたわけではなく、まだまだ努力が必要と、更な
る成長をめざしています。

さて、この記念すべき年に、いくつかの記念事
業を実施 しましたので、その一端を紹介させてい

ただきます。

開館 20周年記念特別展

「 礎
‐
羽村の教育 をつ <った人尺」の開催

「開館 20周年記念」という冠をつける以上、
当館を代表するテーマによる展示を企画 しなけ
ればと、意気込んで検討を始めたところ、「玉川
上水」は平成 15年に取 り上げ、「養蚕」は平成 12

年に試み、「中里介山」は平成 5年のTAMAラ イ
フ 21のイベン トを超えるだけの予算と時間とカ
量がないことが歴然であり、これらのテーマは断
念せざるを得なくなりました。そこで視点を変え
てみたところ「教育」に行きついたわけです。

当館は平成 9年度に常設展示のリニューアルを
実施 し、玉川上水を中心とした展示に衣替えしま
したが、近代以後の教育に関する展示が薄く、頭
を悩ましています。これを補 うために、企画展に
おいてさまざまな切 り日から羽村の教育を取 り
上げてきました。平成 4年の特別展では、「羽村
の教育 100年のあゆみ」と題 して総括的な展示も
開催 しました。 しかし、これまでの展示のどれも
が教育の変遷やその内容などが中心で、人物にス
ポッ トを当てたものはほとんどあ りませんで し
た。そこで、羽村の教育を語る上で欠くことので

きない大恩人である佐々蔚先生と岡部直清先生、
さらに、戦後の社会科教育を推進する原動力とな
つた『伸びゆく村』編集の中心的役割を担つた今
井誉次郎先生を取り上げることとしました。
展示の構成は、「教育の近代化」「佐々蔚来る」

「佐々先生の遺したもの」「校長岡部直清」「戦後
の教科「社会科」」「『伸びゆく村』ができるまで」
とし、辞令交付通知書などの行政文書資料も多く
展示しました。さらに、復刻された初期の社会科
教科書などを、来館者が手にとって閲覧できるよ

うに配置しました。

対象を一般においたため、子ども達にはやや難
しい展示となってしまいましたが、年配の方々に
は当時を懐かしんでいる様子が伺えました。
今回は図録を作成する予算が認められなかっ

たため、『羽村市郷土博物館紀要』第 20号に、図
録風の展示解説を掲載しました。

『 羽村市郷土博物館紀要』第 20号の発行
当館では、毎年 1冊、研究成果の発表や博物館

活動の報告などをまとめた『羽村市郷土博物館紀
要』を編集 。発行しています。開館以来 1冊も欠
かすことなく今年で第 20号を数えることができ
ました。  ´
今年度は、前述の通り開館 20周年の記念号と

して、特別展の展示解説を掲載するために、発行
時期をやや前倒ししました。
記念号としては、特別展の展示解説の他に、服

部敬史氏から「博物館二様論」と題した、博物館
の現状を取り巻く現状と今後の方向についての

論稿を頂きました。
10月 には、印刷技術についての研修会が開催さ

れ、よりよい印昴J物をつくるための勉強をしたと
ころですが、今回の『紀要』においては、仕様書
記載事項の解釈の違いから、思惑通りの仕上がり
にならなかったことが、唯一残念なことでした.

写真撮影技術と印刷製本知識は、きちんと勉強
しておかなければならないと感 じた一件でした。
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活動報告

● 膵

平成17年度活動報告
清瀬市郷土博物館

● 織

清瀬市郷土博物館では、平成 17年度に 4つの

企画展を行いました。本報告ではその中から2つ

の企画展の概要報告と、当市で 20年ぶ りの指定

となつた市有形民俗文化財の紹介を行いたいと

思います。

企■晨「 太 田隆司ペ ーパー ミュ…ジアム

紙が饉 りなすス ト… リー」

6月 4日 (土)か ら6月 19日 (日 )ま で、大田隆司

氏のペーパーアー ト作品を展示 した展覧会を実

施 し、14日 間の会期中に約 11,000人 の方々が来

場されました。

清瀬市出身の太田氏はペーパーアー トの第一

人者で、民放テレビ局の「ペーパークラフ ト王選

手権」で見事優勝 した経歴をお持ちです。今回の

展覧会では、氏の作品制作開始 10周年 という節

日と、生まれ育った「地元」清瀬での展覧会とい

うことで、最新作を含め過去最多数の作品(82点 )

を一堂に展示しました。切 り抜いた紙を何枚にも

重ねて作る半立体という氏の独特な作風は、作品

の地面に目線を合わせることで奥行き感を体感

できます。それぞれの作品には様々なス トーリー

が隠れていて、ご覧になる方々を作品の世界に導

いてくれます。会場では、来場者が好みの作品の

前でじつくり見入つている姿が印象的でした。

また、作業机の再現をしたコーナーも設置 しま

した。実際に使つているカッターマットや、少 し

でも切れ味が悪 くなつた ら替えてしま うとい う

使い古しのカッターの刃、作品に登場させる車や

人などをより本物に近づけるために参考にして

いる資料、建物等をより現実的に再現するために

綿密に取材した写真などを展示し、作品制作の裏

側をご覧いただきました。

更に、大田氏と来場者 とのコミュニケーシヨン

がとれるようにと設置 した
″

質問コーナー″
。専

用のカー ドに質問を記入 して投函箱へ入れると、

次の日には氏からの回答が付いて掲示 されると

い うコーナーは、小さなお子さんから大人まで、

多くの質問が寄せ られました。素朴な内容から専

門的な内容まで様々な質問が出されており、足を

止め興味深 く回答に読み入る方々も大勢い らつ

しゃいました。

会期中に実施 した太田氏の指導による「体験 !

ペーパークラフ ト教室」では、氏のデザインした

簡単なペーパークラフ ト作 りを行いました。小学

生の参加者も多く、良い思い出になつたことでし

ょう。

企画晨「 けや き通 りの彫刻たち」

9月 23日 (金・祝)か ら 10月 10日 (月
。祝)ま での

日程で、けやき通 りに設置されている彫刻を数年

間撮 り続けている清瀬市内在住アマチュアカメ

ラマンニ人の写真展を開催 しました。

清瀬市のシンボルロー ド
″

けやき通 り
″に設

置されている彫刻は、平成元年度から三回に分け

て設置した彫刻 24基からなる「キヨセ ケヤキ

ロー ドギャラリー」の彫刻です。これらは、市内

在住彫刻家を含む国内及び国外の著名な彫刻家

たちの作品を身近に感 じていただけるように設

置されたものです。

本展覧会は、けやき通 りを日々の通勤や通学な

ど日常生活でよく使つている人でも、普段は見た

ことの無いような、レンズを通した別の世界をご

覧に入れたいと思い企画したものです。けやき通

りは四季を通 じて様々な顔を見せます。そんなけ

やき通 りと彫亥1の様々な角度からの写真作品を

65点展示 しました。16日 間の会期中に約 2,200

名の方々が来場されました。

また、9月 25日 (日 )に は、以前、日本放送協会

で放送された ドラマ「けやき通 りの人々」の原作

者である内海隆一郎氏をお招きし、講演会 「けや

き通 りと私」を行いました。質問コーナーでは、

多 くの質問が飛び出し盛況の うちに終了しまし

た。

「清瀬市及び周辺地域 の うちお り衣料 」

平成 18年 1月 27日 に清瀬市指定有形民俗文化

財が 1件新たに誕生しました。当市においては 20

年ぶ りとなる市指定文化財の誕生です。市内の

家々がそれぞれ保管していた「うちお り」を中心

とした衣料(明治から昭和 20年頃までの衣料)を 、

市民のボランティアの方々が中心となつて当館

と共に調査 0収集 した成果により、166点が指定

に至 りました。これは、当館 20周年の事業とし

て着手し結実したものです。

指定された「清瀬市及び周辺地域のうちお り衣

料」は、平成 18年度の企画展として 10月 14日 (土)

から 10月 29日 (日 )の会期(予定)で代表的なもの

を展示する予定です。是非、この機会に展覧会に

足をお運びください。なお、企画展図録の頒布も

予定してお ります。
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檜原村郷土資料館
Ｌ

「        て

平成 16年度に村内の神社に
ついて調査したものを、18年度

予算で小冊子にまとめ、保存 し

ていくために準備 をしてお り

ます。

檜原村には、数多くの民話が残されています。

檜原村の民話集 として保存するため、老人会等に

協力をお願いしているところです。

また、昭和 54年度に檜原中学校の生徒が両親

や近所の古老に話を聞き、書籍を参考にまとめた

民話集があり、この民話集等を参考にしながら、

更に埋もれている民話を発掘 していく準備をし

てお ります。

檜原村では毎年、文化財専門

委員会の協力を得て、村の歴史

を知つてもらうため、歴史研究

会を実施 してお ります。今年度

は、村の神社を知ろうと4ケ所
の神社の歴史を文化財専門委

員の説明を聞きなが ら見て歩

きました。

檜原村郷土資料館では、毎年文化財専門

委員会とタイアップし、諸事業を実施 して

おります。

以下 17年度で実施 した活動内容を報告
いたします。

以上、17年度の活動報告といたします。
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●

縄文土器展とはたおり教室
小金丼市文化財センター

平成 17年度の当館の事業のなかで、縄文土器
の企画展 とはたお りの体験学習が特に際立った

ものでした。

企画晨『 小金井 の縄文土器』

小金井市は野川やハケの湧水に恵まれ遺跡が

多く、大量の縄文土器が出土しています。残念な
がら市民には小金井市の縄文土器の存在が周知
の事実とはなつておらず、古くから在住 している

市民でも、「小金井の縄文時代に人がいたの ?」

といつた反応 さえあります。そこで今回、平成 17

年度秋の企画展として『小金井の縄文土器―勝坂
式から加曾利 E式へ』と題して、市内から出土し
た縄文時代中期の土器 156点 を年代別に展示しま
した。近年、「新地平編年」として武蔵野台地の

縄文中期の編年研究が飛躍的に進み、第 1期から

第 13期までの段階的に詳細な展示が可能となり
ました。期間中、予想を超える専門の研究者の来
館があり、中には半日ほど熱心に見入つている方
もいました。

展示 した土器の大半はガラスケース越 しに見
る従来の展示方法ではなく、むき出しのまま展示

台に載せて展示 しました。来館者が手を触れてし

まう可能性とい うリスクはありますが、じかに目
の当た りにする土器の迫力や躍動感を直接的に

感 じることができます。専門知識を持たない一般
の来館者にも「ガラス越 しに見るのとは違 う」と

概ね好評でした。さらに一般 と専門研究者の橋渡
しとして、平成 17年 11月 26日 には『武蔵野台
地の縄文土器』と題して、新地平編年の第一線の
研究者である中山真治氏を講師に招いて、文化財
講演会を開催しました。中山氏による講義及び展

示解説ののち、聴講者から多数の質問が寄せ られ、

縄文文化に関心を持つ人々の潜在的な層の厚 さ

を改めて実感させられました。

はたお り教室

当館ではかねてより高機によるはたお りの体

験学習が懸案となつていましたが、ようやく平成

17年 11月 末から月 2回のペースで実現できまし

た。高機は所蔵する文化財をそのまま用い、綜続

部分が本来、糸製であったものは針金綜続を使わ

ず、太めの糸で糸綜続を復元 して利用 しています。

高機はすでに破損脱落していた箇所も多く、手を

加えぎるをえなかつたですが、幸い東京農工大学
工学部附属繊維博物館がご近所であり、ご好意に

より数々の不明部分を確認 して修復することが

できました。

当館でのはたお りはあくまで初歩の入門編で

あり、高機の原理を学ぶことを趣旨としています。

綜続も二枚だけで、横糸に不要になつた布を利用

する裂き織 りです。最も簡素な平織 りであり、は

たお りの裾野の拡大を目的としたものです。当初
は対象 となる参加者を小学校高学年に限定 して
いましたが、回を重ねるに従い大人の女性からも

参加の要望が寄せ られ、現在年齢を限定せずに参

加できる体制を策定中です。

層
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“豊かな学び"の第―歩
～

―

ポランティア発足の 1年間～

ノウレテノン多摩歴史ミュージアム
●

2004年 11月 に発足した古文書解読ボランティアは、1

年余りにわたり活動を続けている。ここではボランティ

アの発足から現在に至る経緯を紹介したし、

■ 勤 機
「パルテノン多摩で古文書解読ボランティアを募ろ

う !」 と考えたのがいつだったのか、正確には覚えてい

ない。恐らくはじめて古文書講座を開催してから 2年ほ

ど経った頃だつたのではないかと思う。

2002年度から始めた古文書講座は、受講者の熱意が非

常に高く、習熟度も年々上昇していた。講座の回数を増

やしても「もつと増やして欲しい」といわれる。レジュ

メの誤字を指摘するほどの習熟した受講者もいる。受講

者の古文書への情熱はとどまるところを知らない。

ならば、古文書解読のその実力を、その熱意を、実際
の博物館活動に生かしていただこうではない力、 多摩市

域には未解読 。未刊行の古文書がたくさんある。読んで

いただければ大助かりである。成果は博物館の展示や資

料集刊行につなげることができる。継続的に学びながら、

実力を存分に発揮できれば、やりがいも得られる。博物

館も助かる。博物館の友も増える。良い所ずくめではな
い力、 そんな考えから、ボランティア構想が生まれた。

事前に古文書講座受講者にアンケー トをとつてみると、

ボランティアに参カロしてみたい人は数十名にのぼった。

あとはいつから始めるかだけが問題だつた

ちょうどその頃、2CX15年 2月 開催の特別展「武蔵国一

之官～多摩市一ノ宮小野神社の変遷～」にむけて準備が

始まつていた。小野神社の旧神主家に伝来した大量の古

文書を解読する必要もあつた。そこで、特別展の調査を

目的として、ボランティアを募集することにした。

■ 発 足

古文書講座終了後の 2CX14年 11月 、講座受講者に対し

て「ボランティア募集」を呼びかけるとともに、「たま広

報」でも募集をかけた。呼びかけに応じた方々は講座受

講者を中心とする20余名であつた

11月 中に応募者を一堂に集めて説明会を開催した。①
特別展の準備、②資料集の刊行、③継続した学びが目的
であることを説明し、実際に活動する場合、どのような

活動の方法がもつとも受け入れやすいかを話し合つても
らつた。その結果、4～6名程度で班をつくり、班ごとに

解読を進めていくのがもつとも良かろうということにな
つた。班は全部で 4つ。活動日や時間帯も別々にし、翻

刻文は原則ワープロ・パソコンに入力 したものをいただ

くことになつた。

■ 活 動

そしていよいよ実際の活動が始まつた。解読資料のマイ

クロフィルムの紙焼をコピーして各班に配り、隔週の決

められた曜日に集まつて読み合わせをした。各班にはそ

れぞれ習熟者 1名にリーダーになつていただき、リーダ
ーを中心に解読を進めた

リーダーの方々の責任感が強く、参加者の目的意識が明

確だつたためか、どの班も非常に熱心に解読を進めてく

ださり、結果として 3ヶ月間で 1∞ 点近くもの翻刻をし

ていただいた。予想以上の成果であつた。
この成果は特別展の図録に掲載したほか、特別展示室の

な力ヽ こ1コーナーを設け、活動のようすや解読した古文

書を展示した。

■ 今後の課題

解読点数も、活動の質も、非常に手ごたえのあった活動

であつたが、特別展後には課題も見えてきた。

ひとつは、特別展という目標に集中し、急ピッチで解読

したあまり、それが負担になつた班があつたことである。

結局一つの班が活動を体止することになつた。

息の長い活動を楽しんでやっていただくためには、負担
の少ない気軽さが必要である。しかし、やりがいを感じ

ていただくためには明確な目標設定も必要である。この

気軽さ、やりがいのバランスをいかに適切に保ち、いか

に学ぶ楽しさを味わつてもらうようにするかは、今後も

課題として考え続けていかなくてはならないだろう。

また、今までのところ古文書の解読は、ボランティアの

方々の実力 とやる気に頼つている状況であるが、少しで

も館側が力になれるよう、参考資料の充実や研修機会の

提供を考えていきたいと思つている。

現在は、3つの班で特別展関連文書の解読を続けるほか、

連光寺村名主の日記「富沢家日記」の翻例も始めている。
「日記」の解読を通じて解読の醍醐味を感じながら、継

続的な活動に結び付けていただければと願つている。
ボランティアの方々に豊かな経験を味わつていただく

ためには、館側が熱意をもつて一緒にボランティア活動

に取り組む必要がある。今後も、試行錯誤しながら、よ

り充実した活動を目指していきたし、

ミュージアムグシ1義 1鼈27 23





活動報告
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住民によるまちづくり計画
江戸果京たてもの園

● 寺

江戸東京たてもの園では、平成 17年度より「たてもの

園で暮らす」をキーワー ドにたてもの園で活動する「|」和
募集を行つている。

ご存じのとおり、たてもの園は歴史的な建造物を移築し

た野外博物館である。いうなれ日町のな力ヽ こもう一つ町が

できている。しかし残念ながらこの町はあくまでも展示空

間であり、人が住むための町としての機能はなく、そこは

単なる建造物が建ち並ぶ空間に過ぎなし、

建造物を主に人々の生活を展示しているたてもの園に
とつて、本物の持つ力をよリダイナミックに提示するため
には、本物の町のように生き生きとさせること、町に血を

通わすことが必要である。そのためには人と人とが集い、
生き生きと暮らすことが必須である。そうすることで博物

館として活発に、ま悧 用者にとつてより意義のある存在
になりうると考えている。

単なる来園者としてだけではなく、そこから一晦
んだ存在としての「住民」は、「町役場の職員」と
して位置づけられた学芸員や事務職員とともにま

ちづくりを進めていく「人」である。
これは博物館を舞台にしたコミュニティの再現、

否、新たな創造の試みと言えるものだと考えてい

る。

○ 住民とは?
ここでいう「住民」は、〔家主。初 =ボラ

ンティア、廃謝d=臨時ボランティア、〔子ども会〕=子
どもボランティア、〔友人〕=友の会員によつて構成され
る。建造物を移築している野外博物館としての当園の特徴
を活かして

…

び名称となつている。これまでそれぞ
れの組織は、その関わり方によつて分類されていた
倒ポランティア :火曜から日曜の各曜日班で活動し、民家
の燻煙・ガイ ド・園の事業への参画。

傷鵬時ボランティア:時間の都合がつく時にボランティア
と共に活動したり、イベント時に催し刺 として活動す
る。

側吊どもボランティア :主に夏休み期間中に民家の清掃や

―

をイテう。

閑虞の会 :会員になることにより年間を通して無料入風
施設内の優待、各種情報提供などの特典を供与する。

この組織分けは、まったく別の存在であったが、統一す
ることによつて、(住Qと いう仲間として認定され、園
のミッションに向かつて共に活動する意識を明確化した
のである。同じ目的のもと、関わり方は異なるが、共に考
え、もてなし、働き、学び、くつろぐのた

現在、住民登録者の方1珀 1,30Cl名である。

○ 測 ‖ 嘱

本年度は具体的な住民活動として、「宿泊柚 と「す

す払い」を実施した
宿泊体験は文字通り園内の建造物に宿泊するというも

の。建造物の大切さをよく理解していただくことが目的で

ある。清掃をし、蚊帳吊りをし、かまどで炊飯をし、みな

書 る。応募30組あまりの中から4組の家族力雛舶 し
た。かつて先人が暮らし大切にしてきた家屋で安らぎ、夜
は暗く覇●1こ時を刻むも普段の生活にはない、ある種独特
な感覚があったという。実際に暮らし体験をすることで初
めて気づく木造建築の良さなども体感していただいた
年末に|― Aいを実施した。ラ効腱係]60名が「細

を中心に各建造物や路地裏などを担当し、普段はあまり手
の入らない部分まできれいに清掃した。中にはどてら姿で、
幼児同伴功 口したお母さんも枷 てヽ、鶴 硼 話を
している様子はさながら丼戸端会議のようであったち掃除
終了後にはささやかではあるが屋外で餅つきをして忘年
会を催した。たてもの園に興味を持つ人たちが集えば、た
とえ寒くても話題は事欠かなし■

住民が一同に集うことはなかなか困難であるが、このよ

うな機会を設け、住民同士だけではなく「町役場」ともコ

ミュニケーションを図り、新しい博物館活動を展開してい

くことが重要であろう。

硫 :颯床づくらl    ―
:みん●

―
_

O「まちづくり」から―
たてもの園における「まちづくり」はまだ始まったばか

りである。まちづくりはすなわち博物館づくり。どのよう
にして博物館の可能性を拡げていくか、これからどう住民
組織をコーディネー トしていくか、園職員の資質が大きく

問われることになるであろう。ただ冒頭にも述べたように
このプロジェクトはミュージアムをコミュニティにする
試みである。コミュニティとは住民の自治組織である。自
らが自律しなければコミュニティは成立しない。お仕着せ

的なサービスではなく、自らがどう関わりたいか、どんな

博物館にしたいか、どんな活動をしたいか、参画し活動を
展開していくことが必要となつてくる。

博物館として持つコアな部分はもちろん大切にしなが

ら、様々な人が行き交い交流をし、活動が生まれていくそ
の場を確保し、促すことも当園にとつては大切なことであ
ると考えている。そしてそれらの活動や意識が博物館にと
どまらず、地域に広がっていけば、それこそが真のコミュ
ニティの確立であり、博物館の社会的存在意義となると考
えている。

―
:みん●

―
_
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活動報告

実物に触れる晨示、体験できる展示

(財)東京都生涯学習文化財団

東京都埋蔵文化財センター

企画晨示 『石の値いみち―縄六時代の石器―』

平成 17年度は、日頃、遺物を展示して、鑑賞

してもらうだけのものを、実際に触つて体験 して

いくことを展示の主眼に置いて、子供から大人ま

でが理解できるように展示 しました。

多摩ニュータウン遺跡出上の多種多量の縄文

時代石器から、それぞれの石材の特色を持つた早

期から中期の石器を触つて、その石器がどのよう

に選ばれ作られていたかを知るために、「狩る」
「掘る」「磨る」「切る 。削る」のコーナー毎の展

示にしました。また、コーナーの一角に実物の打

製石斧を装着 した土掘 り具を用意 し、掘る擬似体

験をしていただきました。平成 16年度企画展示

で実施 した、実物の縄文土器を触つてみるコーナ

ーも別に設け、見学者が観察しながら文様付けを

してみる体験も引き続き行いました。

展示説明会は、職員が 5～ 10名 の見学者に対し

丁寧な解説を行い、あらゆる質問に答えることを

中心に行いました。併せて旧石器時代から江戸時

代までの遺物を触つていただくことにしました

が、バックヤー ドに興味をもつている参カロ者が多

く、収蔵施設の案内も行い、遺物の収蔵方法等の

理解を深めていただきました。当初は 1時間の行

程でしたが、最近では説明等に 2時間を要するこ

ともあり、参加者は熱心に聞いて見学されます。

文化財‖議会

平成 17年度企画展示の理解を深めるために縄

文時代の石器を中心に講演会を行いました。各演

者は最近の研究成果を交えて話されたため、参加

者は大変興味を持たれ、毎回満員の盛況ぶ りでし

た。

文化財講座

平成 15年度から実施 している講座で、今年度

は初級 。中級者を対象に「遺物の見方・読み方」

をテーマに、「縄文土器の見方」「古代土器の見方」

「金属器の見方」について当センター調査研究員

が発表して 11月 に 3回開催 しました。次年度も

この講座を継続する予定です。

特FIF
平成 16年度「汐留遺跡展」を行い、今年度も

引き続き、当センターが発掘調査を行つた都内5

ヵ所の大名屋敷についての特別展示を夏休みの

約 lヶ 月間、明治大学博物館で開催 しました。平

成 18年度は秋季に宿区歴史博物館で特別展を

開催 します。

縄文土器作ιl教室

毎年、夏休みに 1回実施 していましたが、回数

を増や してほしい要望が多数あつたため、平成 17

年度も春は一般向けに、夏季は親子向けに行いま

した。縄文時代中期の粘土採掘坑で採集 した粘土

を使って行っているため、非常に人気が高く、縄

文人の土器やモノヘの思いと技術について体験

し、理解が深められるように努めています。

考古学実習

平成 16年度は拓本教室 。土器模様原体作 り教

室を実施 しましたが、この両体験教室を合体した

形を採 り、発掘現場から出土したばかりの縄文土

器の水洗い作業 と注記作業なども体験 していた

だきました。原体については、実際に植物繊維で

撚る体験を行いました。我々が日常で作業 してい

ることが、参カロ者にとつて非常に興味深いもので

あることが、改めて認識 しました。平成 18年度

は自ら火起こし道具を製作し、火を起こす体験と

縄文時代の料理を体験 していただく教室を開催

します。

員輌作 ιl教室

参加者はあまり多くありませんでしたが、大変

興味をもたれたようです。縄文時代の貝輪によく

使われているベンケイガイを材料にしています

が、どこにでもある貝ではないため、これを採集

することに苦労しています。

編市作ι:牧豊

今でも伝えられている編布の作 り方を再現 し

ながら、2時間でコースターを編んでみました。

貝輪作 りと編布作 りについては当センターは

レクチャー用 DVDを作成 しました。貸出しも行

っておりますので、ご利用下さい。

句王作ιl歌
=古代の勾玉作 りを体験する教室には、多くの参

カロ希望があり、根強い人気があり、平成 17年度

も追カロ行事で実施 したほどです。 しかしながら、

この教室はあくまでも古代の人々の技術を体験

することにあり、図画工作に陥 り易い危険性があ

るため、この教室の趣旨を理解 してもらうように

常に努めています。

他行事では当センターが調査 した遺跡の発掘

成果を「発掘調査発表会」で発表し、夏休み中に

小学生向けに「夏休み考古学相談室」を行いまし

た。

今後も参加・体験型の展示・行事を継続 して開

催する予定です。
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日本住訟 団譜南m年特局断

住ま||と街づ〈サ|1年 住宅公日から|‖I市機構ヘ
集合住宅歴史館

● 毎

2005年、集合住宅歴史館が設置されている都市住宅

技術研究所の母体である独立行政法人都市再生機構

(以下UR都棚 は、前身となる日本住宅公団が

1955年に発足してから満 50年を迎えました。

50年を記念して2005年 8月 2日 ～12月 28日 まで

の期間「住まいと街づくり 50年拍 と題し特別展示を

行いました。戦後の住宅不足解消をはじめ、住まいと

街づくりを通して■lR都市機構は時代の変化に応じて

都市のあり方を考えてまいりました。今回の特局1展示

では、住宅公団から 50年の歩みを写真パネル、映像

等で紹介しました。ここでは、その概要をご紹介しま

丸

◆新しい住様式の普及とニュータウン開発のはじま

り CS30年代) 昭和 30年、生活水準は戦前のレベ

ルに回復する一方で、まだ 280万戸の住宅不几 この

住宅難を解消するため日本住宅公団は設立されました。

浴室や水洗便所を備え、食寝分離論に基づいた DK
(ダイエングキッチン)スタイルの公団住宅は、新し

い時代の住生活を提案し「団llFM」 という流行語を生

みました。またステンレス流し台や換気扇など廉価で

良質な部品の開発も行われました。郊外では、土地区

画整理事業により大規模な宅地開発が行われました

0-と 大■供給 IS40 m 高度経済成長
により大都市への人口集中がおこり、都市近郊では道

路や下水の整備がままならない無秩序な住宅開発が行

われました。そこで、より大規模でタウンセンターな

どの施設も整つたニュータウンの開発が始められまし

た。都市部では、面的な広がりを持つた再開発やマン

モス団地の建設、高層化が進められました。また、大

量供給を支える建設技術として PC工法をはじめとす

る構造躯体や部品の量産化、工業化が進められました。
1974年には、大都市に集中した人口や産業を地方に

分散させて、地域産業の支援を行い、バランスのとれ

た国土の発展と地域の振興を図ることを目的として地

域振興整備公団が設立されました

◆需要多様化への対応と総合的住環境づ<り IS50年
代  オイルショックによる経済 0社会への影響は大

きく、大都市圏への人口流入は止まり「地方の時代」
が流行語となりました。

街づくりでは、国の政策で定住圏構想が掲げられ、

これまでのベッドタウンだけの開発から総合的な居住

環境づくりが求められるようになりました。大都市周

辺で公共施設などを含めた総合的な開発を目的として

1975年には宅地開発公団が設立 1981年には大都市

から近郊において総合的

…

りを目的として、

住宅、宅地の2つの公団を統合して住宅・都市菓牌整

備公団が発足しました。またタウンハウスやコーポラ

ティブハウスなど多様な住まい方に応える住宅の建設

も行われました

◆住宅地から都市づ<リヘ 複合多機能都市の創出

(昭和から平成全) 急激な円高は、バブル経済を引

き起こし、わが国に経済大国であると同時に国際社会
の一員としての自覚を促しました。大都市への一極集

中を是正するため、多機能分散型の業務核都市づくり

が提唱され、公団も住宅主体の開発から、さまざまな

都市施設を備えた複合的な街づくリヘと動き始めまし

た。住宅でもライフスタイルの多様化、住宅の広さや

質の向上への要求に応じた住宅や、環境洪生住宅、シ
ニア住宅などの供給が行われました。また昭和 30年
代の団地の建替も始まりました。

◆未来に誇れる魅力ある『まちづ<り』⊂ 7～160
住宅は数の上では充足したものの、都市では、戦後

の急速な都市化による脆弱なインフラや、建物の密集

による防災上危険な場所、バブル経済の崩壊に伴い虫

食い状に空き地が散在するなど多くの問題を抱えてい

ました。

そこで、これまでの住宅や宅地の大量供給から都市
の生活・活動の基盤整備へと目的を方向転換し、都市

基盤整備公団が発足。都市機能を増進するプロジェク

トや新しいテーマの都市型住宅の開発を進めました。

また阪神淡路大震災の復興にも大きな役割を果たしま

した。2∞4年には、都市基盤整備公団と地域振興整備

公団の地方都市開発整備部門がひとつになり、lIR都

市機構となりました

◆まちづ<りから、まちの再生へ このような 50年
を経てきた lIR都鵡 瑯 市再生」「住環境」「災

害復興」「動 という新たな 4つの指針を打ち

立て、都市に活力を取り戻し、人々が快適に暮らせる

離 夢詩鰐
～
づく

りに力を注い

でいきます。

展示t・は新しι増馘発模型で紹介
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平成 17年度 5月 19日 の

会場 東村山ふるさと歴史館

囲

1 平成 16年度事業報告について

2 平成 16年度歳入歳出決算について

麟 出決算についての監査報告)

3 新規会員の加入について

4 平成 17年度役員および機関誌編集委員の選出に

ついて

5 平成 17年度事業計画 ω について

6 平成17年度歳入歳出予算 (案)について

(報告)

1 日野市ふるさと博物館の名称変更について

2 旧東京都高尾自然科学博物館に関する人王子市

の対応について

(中
1 会員館平成16年度来館者状況

2 平成17年度 各館年間スケジユール

幌∋
1 企画展「下宅部遺跡 2005」

2 -    「正福寺地震凱 屋根の葺き替え工事

【障 】
平成 17年 7月 7日

"
1 スタンプラリーほか事業について

2 指定管理者制度について

3 その他

【―   「ミュージアム多口」■口曇員会】
第 1国会議 平成 17年 8月 11日

"会場 人王子市郷
―1 ミュージアム多摩No27の編集方針について

2 ミュージアム多摩に関するアンケー トについて

「ミュージアム狛 に関するアンケートの実施

平成 17年 9月

第 2回会議 平成 18年 1月 11日 l■l

会場 立り|1市歴史鱚

1 アンケー トの結果について

2 募集記事について

3 原稿依頼について

【企■彙員会】
第 1回会議 平成 17年 7月 7日 の

錫

1 スタンプラリーの実施について

2 本年度の研修会計画について

第 2国会議 平成 18年 1月 17日 ω

会場 パルテノン多摩

1 第 102回研修会の報告

2 スタンプラリーの実施状況と欄年度計画

3 第 3回研修会の計画

4 その他 会報のこと、来年度のこと

<スタンプラリ■の実施>
平成 17年 7月 20日 00～平成 18年 3月 31日 (a

<「多摩の博物館さんぽ 0催υ物案内」の発行>
,自Rり:月、  オブk'キ月

<研修会の開催>
第 1回研修会 平成 17年 10月 20日 肉

見学会「本ができるまで一印刷工場を訪ねる一」

会場 精

―
第 2回研修会 平成 18年 1月 17日 ω

学習会「博物館における指定管理者制度を考える」

会場 ノうけ ノン葬
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東京都三多摩公立博物館協議会会員名簿

館 名・電 話          住 所 ・ 交 通      (
東村山ふるさと歴史館   東村山市諏訪町 163

0423963800    西武新宿線 。国分寺線『東村山駅』西口下車 徒歩8分

ノヽ王子市郷土資料館   八王子市上野町 33

042-622‐8939    JR中央線『人王子駅』北口。『京工人王子駅』から京王バス「市民会館」下車

府中市郷土の森博物館   府中市南町632
042368‐ 7921    京工線・」R南武線『分倍河原駅』から健康センター行バス「郷上の森」下車

町田市立博物館    町田市本町田3562

042‐ 726‐ 1531    小田急線・」R横浜線『町田駅』カミら藤の台団地行バス「市立博物館前」下車

青梅市郷土博物館    青梅市駒木町 1684
0428‐ 23‐6859    JR青梅線『青梅婦」 下車徒歩 12分

調布市郷土博物館    調布市小島町 326-2

0424‐ 817656    京工相模原線『京工多摩川駅』下車徒歩 5分

瑞穂町郷土博物館    西多摩郡瑞穂町石畑 1962

042‐ 568‐0634    JR人高線『箱根ヶ崎駅』東口下車徒歩 20分

奥多摩水と緑のふれあい館  西多摩郡奥多摩町原 5

0428‐ 86‐2731    」R青梅線『奥多摩駅』イヽ河内方面行バス「奥多摩湖」下車

福生市郷土資料室   福生市IE川 850‐ 1

042‐ 5301120    」R青梅線『牛浜駅』東口下車徒歩 7分

武蔵村出市市歴史民俗資料館 武蔵村山市本町5-211

042‐ 560‐6620    多摩モノレール『上北台駅』から武蔵村山市内循環バス三ツ木地区会館行き「村山温泉かたくりの湯」下草

徒歩 1分

あきる野市五日市郷土館  あきる野市五日市 920‐ 1

042‐ 596‐4069     」R五 日市線『武蔵五日市駅』下車徒歩 17分

羽村市郷土博物館    羽村市羽 741

02‐558‐2561    JR青梅線『羽村駅』西口下車徒歩 20分/コ ミュニティバスはむらん羽村西コース「郷土博物館」下車

清瀬市郷土博物館    清瀬市上清戸 2‐ 6‐ 41

0424-938585    西武池袋線『清瀬駅』北口下車徒歩 10分

立り|1市歴史民俗資料館   立川市富士見町 3‐ 12-34

042‐ 525‐0860     JR中央線『立川駅』南日から立川駅北口行バス「農業試験場前」下車徒歩 5分

檜原村郷土資料館    西多摩郡檜原村 3221

042‐ 598‐0880     」R五 日市線『武蔵五日市駅』から小岩行か藤倉行バス 「資料館前」下車

日野市郷土資料館    日野市程久保 550

042‐592-0981    京工線・多摩モノレール『高幡不動駅』から百草団地方面行きバス「高幡台団地」下車5分

小金丼市文イヒ財センター  小金井市緑町 3‐ 2‐ 37

042‐ 3831198    」R中央線『武蔵小全井駅』北口からココバス北東部循環①「小金井公園入口」下車徒歩 5分

くにたち郷■文イし館   国立市谷保 6231

042‐ 576-021l    JR南武線『矢川駅』下車徒歩 8分

東大和市立郷土博物館   東大和市奈良橋 1260‐ 2

042‐ 567‐4800    西武拝島線『東大和市駅』から長円寺行バス「人幡神社」下車徒歩2分

多摩モノレール『上北台駅』からちよこバス外回り「郷土博物館入口」下車徒歩 2分

パルテノン多摩    多摩市落合 2‐ 35

歴史ミュージアム   京王相模原線 。小田急多摩線 。多摩モノレール『多摩センター駅』下車徒歩5分

042‐ 375-1414

東京農工大学工学部附属  小全井市中町 2‐ 24‐ 16

繊維博物館     凪 中央線『東小金井駅』南口下車徒歩 9分

042-388‐ 7163

江戸東京たてもの園   小全井市桜町 3-7‐ 1

042‐388-3300    JR中 央線『武蔵小金井剰 北口から西武バス「小金井公園西口」か関東バス「江戸東京たてもの園前」下車

たましん歴史・美術館   国立市中1952
042‐ 5741360    」R中央線『国立駅』南口前

御岳美術館     青梅市御岳本町 1‐ 1

0428‐ 7818814    JR青梅線『御嶽駅』下車徒歩20分

東京都埋蔵文化財センター  多摩市落合 1142
042‐ 373‐5296    京王相模原線・小田急多摩線・多摩モノレール『多摩センター駅』下車徒歩5分

集合住宅歴史館    八王子市石川町 26833

042-644-3751     」R『人王子駅』・『京工八王子駅』から宇津木台行バス「ケンウッド前」下車徒歩 5分

多摩六都科学館    西東京市芝久保 5‐ 10‐ 64

0424‐696100    西武新宿線『花小金井』北口下車徒歩 18分、西武新宿線『田無駅』北国から はなバス「多摩六都科学館」
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